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研究分野 ：日本中世史、村落史

■■中中世世「「村村請請」」状状況況
近世には村による連帯責任制の年貢納入体制である

「村請」制が成立しますが、じつはすでに中世の荘園
制下において、その原型をなす「村請」的な状況が形
成されていたことを明らかにしました。

■■「「荘荘家家のの一一揆揆」」
上久世荘の百姓たちは、毎年のように、年貢額や農

業に必要な経費の負担をめぐって、領主である東寺と
交渉を行っていました（「荘家の一揆」）。現代で言
う「春闘」のような労使交渉に近いものです。こうし
た運動を通じて、荘園に替わって、「村」という存在
が、社会的・政治的な単位として認められていくこと
になるのであり、荘園制から村町制へという社会体制
の変革の前提となります。

■■「「鎮鎮守守のの森森」」のの研研究究
上久世荘の領域内には草刈場や里山がなかったため、

彼らは国境を越え、丹波国まで出向いて山林資源を採
取していました。彼らがわざわざ10km以上もの距離を
往復しなければならなかったのは、当時の京都近郊地
域の山林資源がすでに枯渇していたことを示していま
す。こうした厳しい資源状況を補うために、当荘の百
姓たちは、村の鎮守を囲繞する森林＝「鎮守の森」に
おいて、資源採取を行ってたことを明らかにしました。
このような「鎮守の森」のあり方は近世にも確認され、
宗教的聖地として人の立ち入りや伐採を禁じる近代以
降の「鎮守の森」とは大きく異なるものです。

概要：江戸時代の社会にイメージされるような、日本の「ムラ社会」＝「伝統」社会
の成立の出発点として、中世後期の「惣村」の形成が指摘されています。私はこれま
で、とくに山城国上久世荘という荘園村落を事例として取り上げ、その実態解明を進
めてきました。このことは私たちの現代社会のルーツを知るうえで重要な意味を持ち
ます。

日日本本中中世世・・近近世世移移行行期期ににおおけけるる村村落落のの研研究究

上久世荘のメインストリート。正面が鎮守蔵王堂

蔵王堂の「鎮守の森」
の現況
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人人間間文文化化学学部部 生生活活デデザザイインン学学科科 教教授授 森森下下 ああおおいい

研究分野：服飾デザイン、被服構成学

研究室HP：http://morishita-lab.jp/

概要：感性価値のある繊維の特性を活かして、新しい用途や快適性を向上させる服飾
デザインの開発に取り組んでいます。これからの生活では個人の要望に沿うものを無
駄なく作り、提供することが求められますが、急がれるのは体形や動作に合うファッ
ションと開発です。人体計測をはじめとしたデータ分析と、体形と生活を取り巻く様
々な設計要素から生活実態や労働実態に即した衣服を開発し、社会のwell-beingを実現
したいと考えています。

繊繊維維製製品品のの感感性性評評価価とと適適合合度度のの高高いい衣衣服服設設計計

図１ 調査から評価・分析への流れ

A.消消費費者者のの
ニニーーズズ

探探索索調調査査

B.消消費費性性能能

評評価価
寸法安定性
染色堅牢度

C.素素材材のの

感感性性評評価価
テクスチュアとイメージ

E.デデザザイインン

評評価価
縫製・ドレープの評価

着用評価

ニーズ・感性に基づいた特性を有するデザイン製品開発

D.物性評価D.物性評価

事例１ 和装生地の風合い（しぼ）を活かしたデザイン開発
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事例２ 素材の風合い分析によるブラックフォーマルウェアの開発
（共同研究：滋賀県東北部工業技術センター）

■■3次次元元体体形形デデーータタにによよるる適適合合度度のの高高いい
衣衣服服設設計計

外観と着心地の良さを備えた衣服には、着用者

の体形特徴に合う設計を行うことが必要です。本研

究室では、３次元人体計測データ解析から年齢や体

形特徴に応じたデザインとその方法論、衣服パター

ンの展開について研究しています。特に座位姿勢に

よる着崩れや圧迫などの課題を、動作分析から行

い、立位、座位に関わらず、用途に合うファッション

性を備えた衣服開発を進めています。

■■感感性性評評価価にによよるる製製品品開開発発
デザインの新しい意味やアイデアの創出には、消

費者のニーズと素材の持つ特徴を、多角度から把

握することが重要です。繊維の物性と人の感性の

両面から、製品の特性を引き出すデザインを付加

価値を表出させながら製品設計を行います。

事例３ 座位の姿勢にも美しく適合する「女性用背広上着」

＜特許・共同研究等の状況＞
・特許第6447994号「女性用背広上衣」
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